


 
 

 

第 5 7 号 

                新春講演会が開催されました       事業委員長  山本 尚史 

太田市新田商工会報 ② 

事業委員会委員長を仰せつかっております山本です。 
事業委員会では、１月１９日（ 月） に新春講演会を開催いたしました。 
㈱群馬クレインサンダーズ 代表取締役 阿久澤 毅様をお迎えし、『 バスケで熱く！サンダーズ流の

コミ ュニケーション術』 と題して普段聞くことの出来ないバスケや、社長の得意とする野球についての
表と裏の事情を、分かり易く、ユーモアを交えてご講演いただきました。 

現在の群馬クレインサンダーズは、調子もよくなかなかチケットが手に入らないといった様子です
が、是非とも会場へ足を運びサンダーズを応援してほしいとのことでした。 

講演後の新年会では、太田市新田商工会の会員の皆様と一緒に懇親を深めていただきました。 
貴重な講演をなさっていただき感謝申し上げますとともに、ご出席いただきました太田市新田商工

会員の皆様にも、重ねて感謝を申し上げます。 
この度は、誠にありがとうございました。 

太田市新田商工会 新年会のご報告 

去る令和８年１月１９日（ 月） 午後６時より、令和８年の商工会主催の新年会が、味処「 なかや」 で開

催され、会員・来賓７２人で華やかに執り 行われました。公務ご多忙中にも関わらず太田市長をはじ

め１3 人のご来賓の出席を賜り、令和８年新春の集いに華を添えて頂きました。 

 坂井副会長の開会で始まり 大島会長が挨拶を行った後、穂積昌信太田市長、星野一広太田市議

会議長、笹川博義代議士、秋山健太郎群馬県議会議員、加藤正己太田商工会議所会頭の５人より

ご祝辞を頂戴いたしました。続いて山崎酒造の樽酒による鏡開きを会長と来賓が行い、高田靖太田

市議会都市産業委員長の乾杯のご発声により祝宴が始ましました。 

会場内では出席者が相互に年頭の挨拶を交わして親睦と情報交換がなされました。しばらくの間

に懇親が深まり盛会の中、釘村青年部長はじめ青年部及び OB による締めを行い、司会者の茂木副

会長が閉会を告げ宴席はお開きとなりました。和やかで楽しいひと時をお過ごしいただけたと感じて

おります。商工会会員がこの１年、商売繁盛なさいますよう祈念し新年会の報告といたします。 

 

大島会長 挨拶 穂積市長 挨拶 乾杯の様子 
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                           商業部会 事業報告              部会長 鈴木 浩和 

商業部会主催による令和 8 年新春講演会が、2 月 2 日（月）午後 4 時より、炭火ステーキ クローバーに

て開催され、19 名が参加しました。 

講師には、NECO STUDIO ね工房の森下齊氏を迎え、「生成 AI 活用術実践セミナー」と題してご講演い

ただきました。セミナーでは、LINE スタンプの作成、画像の生成・加工、キャッチコピーの作成、Instagram 投

稿文やハッシュタグの作成、スケッチラフからのイラスト生成、トルソー商品写真とモデル画像の合成など、幅

広い内容を取り上げました。講義と実践を交互に行う参加型形式で進められ、出席者は手元のスマートフォン

を操作しながら、互いに相談し合い、生成 AI の活用に積極的に取り組みました。 

講演会終了後は第 2 部として懇親会を開催しました。鈴木部会長の挨拶に続き、大島和之会長より来賓

挨拶をいただき、戸所副部会長の乾杯の発声で会員交流会が始まりました。 

参加者は、近況報告や自社の景況感、AI の活用状況などについて活発に情報交換を行い、会員相互の

親睦を深める有意義な時間となりました。 
 

                            建設部会 事業報告                部会長 相川 明生 
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２月１３日 明養軒 令和８年新年会＆景況調査 

大島会長、白石顧問を来賓として、現在の商工会が 

置かれた状況や過去の歴史を学び、今後の建設部活動 

に繋がる懇談会となりました。 

併せて建設業の景況調査アンケートを実施し、改めて 

部会員の現状把握に務めました。 

また、３月実施予定の視察研修会計画も協議されました。 

 



◆はじめての生成 AI 活用セミ ナー 開催 

（ 工業部会 GET 委員会主催）  

１月 2 8 日（ 水） に、工業部会 GET 委員会主催のもと、 

「 はじめての生成 AI 活用セミ ナー」 と題して㈱MIARI   

代表取締役 原澤侑希氏によるセミ ナーを開催し、会員の 

皆様、3 4 名のご参加をいただきました。今回のセミ ナーは、 

生成 AI についてなにも知らない、使ってみたいけどどこから 

手をつけたものかわからない、といった方を対象に、チャット 

GPT を日々の業務に活かす使い方を学びました。次回は、 

もう一歩踏み込んだ使い方のできる実践編も企画しようかと話し合っているところです。 

GET 委員会では、こういったセミ ナーや補助金の情報など、工業部会員のみなさまへ向けた発信を

都度行っています。気になっていることなどがあったら商工会まで気軽にお問い合わせください。 

 

◆工場視察研修 実施 

（ 工業部会 TRY 委員会主催）  

２月 1 2 日に、工業部会 TRY 委員会にて、㈱S UBARU 矢島工場と、プラス㈱前橋工場の工場視察

研修を実施し、3 5 名の部会員に参加いただきました。 

㈱S UBARU 矢島工場では、最終組付け・検査ラインの見学と VR での工場見学を体験しました。 

部品の運搬と組付けの補助がロボットによって行われており、ラインに配置された人員が流れるよ

うに組付け作業を行っている場面が印象に残っています。 

プラス㈱前橋工場では、オフィス家具の製造・加工の現場や、自然との共生の取り組みについて見

学や説明を受けました。工場内は資材や仕掛品の保管場所など整然としており、作業スペースや通路

がしっかりと確保されている様子が見て取れました。 

 

 

 

 

 

 
 
 

工業部会 事業報告              部会長  齋藤 学 

第 5 7 号 太田市新田商工会報 ④

 

㈱S UBARU 矢島工場 集合写真 プラス㈱前橋工場 集合写真 



 
 
 
1 1 /9  産業環境フェスティバル  

今年の産業環境フェスティバルはあいにくの雨で開催されました。部員のみなさ

んの参加者が少なくうどんの販売については断念することになり、玉こんにゃく・今

年度事業として手作り石けんを作り汚れ落ちがよく好評のため販売をすることにし

ました。本来であれば温かい食べ物が良かったですが、う どんの代わりに冷たい

飲み物販売は在庫が残る結果となりました。来年は販売するものを検討して実施

する事にします。 

1 １/2 0  こんにゃくづくり 

 山鹿理事が講師となり、参加者 5 名で昭和村から購入した生こんにゃく玉を

茹でてミ キサーにかけ炭酸ソーダを芋と混ぜること 3 0 分くらい放置しておく。

放置したこんにゃくに凝固剤をいれ混ぜ合わせる。形箱にいれて表面を平らに

して空気を抜く。参加人数が少なく手間のかかる作業となり大変でした。出来

上がったこんにゃくは持ち帰り市販で売られているこんにゃくとは違い美味しく

食べました。 

1 2 /9  花の寄せ植え講習会 

 例年春と冬の 2 回開催花の寄せ植えは、季節の花を各自が講師の見本を見な

がら寄せ植えを行います。長年実施しており、部員の皆さんが数多く集まり交流を

深めております。 
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☆1/10 新年度顔合わせ会(文化継承委員会) 

新年度のスタートに向けた顔合わせ会を開催し

ました。各部員の自己紹介 

や近況報告を通して交流 

を深め、今年度の活動に 

向けた結束力向上につな 

げることが出来ました。 

☆2/6 太鼓会懇親会（文化継承委員会） 

地域行事で活躍する太鼓

会メンバーとの懇親会を開

催しました。アトラクション

を交えた交流を実施し、地域

イベントでの連携や今後の

活動について意見交換を行

いました。 

              青年部事業報告                    部長 釘村 昌志 

☆2/12 第 2 弾 S N S セミ ナー（総務広報研修委員会） 

事業者の情報発信力向上を目的に SNS 研修セミナ

ー第 2 弾を開催しました。 

実践的な活用方法を学び、 

各事業所の販路拡大につ 

ながる有意義な研修とな 

りました。 

☆3/7 壮行会（文化継承委員会） 

青年部卒業生の新たな門出

を祝う壮行会を開催しまし

た。多くの部員が参加し、こ

れまでの感謝と激励の言葉を

送り、懐かしい話を交えつつ、

笑顔溢れる温かい雰囲気の会

となりました。ご卒業おめで

とうございます！              

 

            女性部事業報告                   部長 小林みよ子 

～～卒業生～～ 

奈良部建二氏 
髙木淳雄氏 
南雲智康氏 
村田伸行氏 
町田和哉氏 

川村ひさよ氏 
新井洋臣氏 

 



〇尾島支部講演会の開催 

平素より大変お世話になっております。尾島支部長を仰せつかっております山本です。 

尾島支部では、２月１７日新春講演会と題して、太田市長 穂積昌信様を講師としてお迎えし、 

『 今後の太田市のビジョンについて』 として熱く講演していただきました。 

お若い市長らしく、斬新なアイデアを生み出し職員及び市民と一体となり、太田市を盛り上げて

行こうとする姿勢が感じ取れました。 

参加人数も定員を大幅に超える申し込みもあり、非常に盛り上がった講演会となりました。 

懇親会の席でも、穂積市長様が同席されメンバーの皆様と意見交換を交わし、親睦が図られ 

実りある講演会及び懇親会だったと思います。 

尾島支部の活動は、今年度は終了となりますが、次年度は更にレベルアップを図りメンバーの 

皆様に喜んでいただける企画を実施して参りますので、ご協力をお願い申し上げます。 

講演会の様子 懇親会の様子 

○新春講演会・ならびに太子講の開催 

藪塚支部では、2 月 2 0 日（ 金） に支部会員同士の交流を図ると共に経営や資金活用に役立つ勉強

会を、藪塚支部会員である倉寿司で開催し、2 8 名の参加をいただきました。講演会では、しののめ信用

金庫藪塚支店の支店長である斉藤誠彦氏をお招きし、「 資産運用はなぜ必要？」 と題し、高齢化の進行

や物価高騰など私たちを取り巻く状況の変化や、老後に必要な資金、資産運用のコツや有効活用できる

制度など、今後の企業の経営について認識をあらたにすることができたと思います。 

講演会終了後は交流会並びに太子講祭を開催しました。 

太子講とは、職能神として聖徳太子を祀り、飲食・会合を 

するものです。建設業者を中心として、本年の事業安泰を 

祈願しました。また、交流会はご臨席いただいた大島会長、 

今井県議、木村市議からご挨拶を頂戴した後、村田幹事の 

乾杯のご発声で開会しました。和やかな雰囲気の中、会員 

事業者の親睦を深めることができました。 今年度も藪塚 

支部活動についてご協力いただきましたことに心より感謝 

申し上げます。来年度もご支援、ご協力賜りますよう何卒 

お願い申し上げます。 

 
 
  

 

  
 

 

 
 
 
 

  

                            薮塚支部事業報告                支部長 佐瀬 信之 

尾島支部事業報告                  支部長 山本 尚史 
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◆支所事務所受付曜日の変更について 

尾島支所及び藪塚支所 変更日 令和８年４月１日から 

受付曜日  月、火、木、金 の各曜日（ 水曜日は閉所します）  

受付時間  午前９時から午後４時まで 

本所は従前どおり月曜日から金曜日の午前８時３０分から午後５時１５分までです 

水曜日及び月・火・木・金の午前 8 ：3 0 ～9 ：0 0 及び午後４：0 0 から 5 ：1 5 の間は 

本所（ 電話 0 2 7 6 -5 7 -3 5 3 5 ） へ連絡ください 
 

コラム 2 0 2 6 .2 .1 3  

今年は雪が降りましたね。週末であったこともあり、週明けには溶けて安心しました。 

 さて、選挙も終わり、自民党圧勝の結果となり、高市効果は凄いものがあります。 

ただ、今後自民１強でどうなるのか不安でもあります。 

話は変わりますが、過日友人にチャット GPT を教示いただき使用したところ、今まで 

自身で限度があった資料作りやデザイン資料など様々な事が簡単に、そして無料できてし 

まう AI に感動しました。 

今後、ホワイトカラーは AI に変わるという話があります。現実味があり少し怖いですが、未だ 

AI チャットなどを使用していない方は、仕事やプライベートに関わらず使用してみて損はないと 

思います。 

末尾となりますが、昨今、寒暖差が激しいので、皆様体調にはくれぐれもご留意ください。 

広報委員長 荻原 滋 
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 太田市新田商工会会員の皆さまへ 

春の足音が聞こえる季節となりました。太田市新田商工会員の皆さまには、日頃より商工会活

動に多大なるご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。本年度もいよいよ締めくくりの時

期を迎えました。社会情勢や経営環境が大きく変化する中にあっても、地域経済を力強く支えてこ

られたのは、会員の皆さまお一人おひとりの挑戦と努力の積み重ねにほかなりません。改めて敬

意を表します。 

広報委員会といたしましては、「 伝える」 ことの大切さを胸に、会報や各種情報発信を通じて、商

工会の取り組みや支援施策をタイムリーにお届けしてまいりました。情報が力となり、つながりが

活力となる。その一助となれていれば大変うれしく思います。次年度も、商工会一丸となって地域

をさらに元気にしてまいりましょう。結びに、皆さまのますますのご発展とご活躍を心より祈念申し

上げ、年度末のご挨拶といたします。 

                                     太田市新田商工会 広報委員会 釘村 昌志 

委員長コラム は～いしげるちゃん        広報委員長 荻原 滋 

商工会からのお知らせ 


